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はじめに
殺後におけるわが凶の社会の笑状に応じて，道徳教育の重要性が
N認識され.学校教育に「道徳Jの時間が特設されてから 7年を
過ぎようとしている。との「道徳jに対する是非論はすでにあとを
たち，道徳教育に対する凶心は高まりつつある。
道徳性tt.社会生活の規範に一致する心挫であり，道徳意識と道
徳行動を総合したものと考えられている。したがって，道徳教育の
ねらうととろはζのような道徳性を高めるζとであって，それはま
た道徳的バ ソーナリイティ (Parsonali七y)の成長をねがうと
とでもある。
本研究ぬとのような立場から，真の道徳行動が個人によって自
発的自律的に行なわれ実践されるような道徳牲の発達に閃Lて，心
情質や自己統制力がどのように関連するかを考察しようとするもの
である。ただこ ζでの道徳性比道徳的判断を中心にして研究をす
すめることにする。
それは道徳的判断が道徳性の悲盤であると考え， この判断が正し
くなされるζとによってこむ より高い自律違徳が形成されるもの
と考えたからである。したがって，本研究の目的仇道徳的判断と
心情質，道徳的判断と自己統制力との関連を調査L.考察しようと
するものである。
I 調査の方法
合まれている)を測定L.診断するものである。問題は生活鏑場t
応じて作成されているので，徳目を抽象的に比較するものではない。
検査領域は次のようである。
自分自身に閃する問題についてのやiJ!古る求めるもの。
家臨および親品込先生などの叙しい間柄にある長上，知，人に
関するもの
学絞り同窓，友人に囚するもの
般ー社会に関するも白。
12)心情質徴標問診検査(教育衛生研究所編)
ζの段査で考えている心情質tl. シュナイダー (Sclmeider均
のいう心情的感M.および意欲にあたるもので，対人間係において
藍~た意味セもつものといわれている。つまり心情は，人問。行動
を動か」 ひきおζしている感情や意設であり，それは道徳的行訪
を拘1し進める道徳的意志忙もつながるものである。 ζの検査は，次
のような徴標を診断する。
反対徴標ー環境の刺激に対して抵抗力が強い。
普il徴標一環境の刺搬に対して弾力性r.:とむ。
固有徴標ー 自覚なしで短所におちいりやすい。
偏筒(ぎ)徴額一軽い変識を示す。
異状~tll一重い変認を示L.普通生活から治脱しやすい。
(羽生徒D行動評価
指導要録。行動評価をI準にして，学級主任がA.B.Cの三段
階に評定する。
(4)集問問m訂， 人格診断鈴査(本明克著)
Eの検査はロールシャツハ・テストIr.範を求めたインクプロッ
トテストの集団ml主査である。テストtら反応.fI'理を簡易化するた
めに. I例。インクプロットに対して8個の選択肢をもっ2組の問
題が用意されており，閉じプロットについて.2同の選択をさせる
ようになっている。 ζの役査にぬいろいろの仮説が考えられてし、
る抗モのlわから特に自己統制力を中心にしてとりあげる。
3 調査結果の処理
1)道徳性診断役査
鈴査結果は道徳性偏差値 (.MS S)であらわされ，上位以下位
1 調査の対象 ~の選定は四分偏差 (Ql Q3)による。
(1)調査対象の生徒同すべて当校の生徒である。 (2)心情質ftI標問診t主査
(2)図研式道徳性検査は. 1学年17 7 i弘 2学年19 6名に tl査問題1~問のうち，偏締(ぎ)徴療と異状徴怨のいずれかに，
実施する. 2個以上チエ γクのあるものを心情質不良l!fといそうでないもの
13)心情質徴標問診検査と行勤評定十九 l学年17 7名に実施 を心情質良好鮮とする。
する。 (3)行動評価
(4) へ格診断験定Iち 2学年 62名を抽出して実施する。 学級主任。評価により，モの総合評価Aのものを良好Jl:l.Cのも
2 実施する調査 のを不良伐とする。
{1J同研式道徳性診断後査(回中教育研究所編) {4J J、絡診断投査
との検査仇行動場面を具体的に設定L，各筒境ど主に生徒の道 ζの検査では，自己統領弘知的効私情緒的作用，空忽生活そし
徳的判断(単なる知的なものだけでなく，全九絡的な判断や心怖が て内向型などを仮説として診断のために1&鏑している的ととでは
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自己統制カのみをとりあげた。それは，社会的に認めら九社会的
価値Dある行動一一道徳行動の可能であるというととbL自己統制
力を意味しているからである。そのm標は次のようである。
key.一(マイナス)が2個以下で.あるものをE話n.3個
以上i1不正常Rfとする。
p反応は3個から-5伺まであるものを正常鮮とl-， Z個以
下と 6伺以上の出現を不正常群とする。
• F. L・評定は出現数oのもの" -0.5が単独で出現してい
るものを正常群，一1.0，-15，ー2.0の出現を不正常群と
する。
自己統制力の正常群氏上記3項のうち l例以下のチェック
のあるものとし，不正常Tifは2旬以上あるものとする。
E 調査の内容
1 道徳性
道徳性 (moraliも，y)比ラテン語のmoresに由来するもので，
社会や民族の風習とか作法という意味であるといわれている。つま
り道徳というものは，人間がある錨穏にしたがって行動する一定の
規準を示すものであるとともt匂人hilの社会生活の規準をも示すも
のといえる。そうして道徳性i1，どういう道徳行動を選ぶかtいう
判断ιその判断とともに行勤しようとする勤織的，態度的心情や，
さらに実践行動そのもの九バーソラリティ (Personality)
全体のいとなみであると考えられるものであろう。さらに道徳その
ものの性絡からみるなら民それ自体が規範であること，その行効
を自ら選;.ζと，すなわち8律性がそなわっているとと，そのうえ，
その行動に対する責任が自己自身に自覚されているζとなど的重
要である。つまり道徳行効は規範と自律と責任を中核として，自
らの理性の命ずるととろによって選ばれるところに，道徳それ自体
の本来の意味があり， 道徳行動にふさわしい判断力である雌性のα
きiJ;.それを成り立たせているものと考えられる。しかし一方でぬ
道徳的判断と道徳行訪のl自には，ずれがみられるので，判断を行動
におし進めようとする感情一一道徳的心情が妥求されてく品。 ζれ
は道w的理~'I，判断を実践行tiへと充実促進 lφ あるいは抑制する
力となって，いわゆる道徳性の内面化につながるものとなろうし，
道徳性そのものを価値あるものにするためIらきわめて大切なもの
である。
2 道徳的判断
知的能力11，ヶーラー (Koh工er.W .)をはじめゲシ品タルト心
理学者たちがいう.洞察[~によって見通しをうることであると説明
されている。とれはある意味で民適応能力に返し 自己の目的に
応じて，場の締造を自己自身で再構成L，適応可能ならしめるよう
な実際的な自きでもあり，さらに悶:m解決I~ あたっての新しい構造
をつくりあげてゆく判断力をも窓味していると考えられる。
道徳性弘道徳的判断一心情一実践行動の総合的ヰ化として
みるならば，より高い意味あいでの道徳的問題をr，~ 釈l-， よりよい
行動のあり方を選ぶ1r.i1，必ず一定の望ましい道徳的判断が期待さ
れる。つまり，その行動の道徳的{百位以それを支える道徳的判断
にかかわるものといえよう。
中学生の時期における道徳性9e遣の特徴は，権威的{自律道徳から
自律道徳への過渡期であるといわれている。との時期比自我窓訟
が高まり，自己の行動や動織を自律的に決定するととができるよう
になって，社会性の発達とともir.，論理的思考や批判カがつit，自
律的な道徳的判断が次第に可能となってくる。自律道徳は 自ら社
会の要求を理解」自らの行動を自ら判断しつつ，正しい行動を選
択するとと自体をいうのであるから， より高いir徳としての自律道
箆には， ζの判断力がきわめて重要となってくる。
さきに述べたように，知的能力が見通しをうるととであり， δ応
能力であり，問題解決にあたっての新しい熔遊をつくりあげてい〈
判断力を意味しているとすれば，道徳性において判出力のすぐれて
いるということは，道徳的な倒題解決に重要な意味をもって〈るも
のと思われる。したがって，泣徳的判断力はすぐれた理性によって
導か九それはさらに自律泊徳への充実発展を促進するものとなる
うa
3 道徳性と心情
道徳性形成要因¢基礎的なものとし℃生活環境における情緒的
安定の重要性をタロンパック (Cronbach，L，J) は説いている。
これに道徳性ないし滋徳意識の発達段階の第111，基礎としての
情絡的安定をいうものである。情緒的安定住r!，内凶と外国の両面
から考えられる的特に現在おかれている生活a境K対する適応不
d応的 M絡に彰容をあたえるととは疑いもない。したがって，近
i車性の発達にかかわりのあるとされる情緒的安定と民 自己の心身
の状況が外界・自然の状鼠自己の生活している人間との囚係のな
かで， よくδ応しているということであり，心身の状態がよく調和
し，心の均衡が保たれているというととである。このような情緒的
安定は，人間のうちにひそむ社会性の呂をひらかむ人聞の社会化
を発展させ，自己の内面化をつちかわせるζとになるであろう。
感情の領域には，狭義の感情としての快・不快・怒り・恐れなど
の情緒と，芸術 ・宗教に対する情操と，自~感情が含まれており，
そのなかで情緒仇一定の生活状態の反応であって，全生活体に生
じた惑乱とか動指rの状態であるとみられている。心tult情緒と同じ
ように感情Dー 傾滋であ% ものの感じ方.興味や関IC~ 他人や自
分に対する態度にいたる一切をつくりあげているもDとされ，社会
牲の発達やパーソナリティ (Personaliも.y)形成花重要な役t，
をもつものと考えられる。
つまり心情i1感情のうち，よりよく生きる生き方や道徳的判断お
よび泣徳行動などに対してもつ感情体験としてみるととができる。
また|霊能的にみるなら瓜道徳的判断を促進いあるいは抑制する
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カとなり，さらにすでに遂行された行動に対しての誌足の感情体験
としてあらわれるものである.
ζのようにみて〈ると，心情の良好な発達は情緒の安定につなが
り，さらに道徳性ないしn銭的パーソナリティ(企ersonaliも.y)
の成長のために大切なものであると思われる。
4 自己統制力
人間の精神活動民高次のものと低~のものとの悶の力動的な関
係として，とらえることができるものである。すなわち，社会的な
制度 ・規則にしたがおうとする活動と，それを妨害しようとする諸
欲求・衝動の関係からみるζとがだきょう。人聞が社会的環境のな
かで生活を維持LτゆけるのI九一方ではro墳に適応し，他方では
白己の欲求・感情H~足させているからである。 自我の統制隙能ぬ
とのような関係心なかで社会的N墳に適応」また社会的価値を認
めようとする精神活。をいい，また一方，業朴な欲求や感情を抑制
する機能も含まれている.道徳性『九人間尊重の締紳をもら社会
性の隻かなパーソナリティ (Personalユも.y)が基礎となり，自
己を統制するカに支えられていなければ価値がない。したがって，
道徳窓識や道徳行動の主体性をになうものとじら 自弐ないし自己
統制力が考えられる。
E 調査結果とその考察
l 道徳性と心情質の関連
(1)道徳性と心情質
当校1学年17 7名について，道徳性と心筋貨の後査を実施レら
それぞれ上位群と下位携を選定L，その両群の比較関連をみた結果
は次むようである aすなわち，心情質の良好群のうちで道徳性の上
位をしめるもの的 4 8.5 9ら下位をしめるものが51. 5係，また
心情質の不良群のうちで，道徳性が上位をしめるものは13.4%， 
下位をしめるものが86. 6各となった.tのととは心情質が良好
であっても，道徳性が必ずしも高くはならないえ心情質が不良な
場合花氏道徳性が低くなるという関連を示している。 x2検定で
(3)心情貨と行動
次に行動良好n14名と.不良群 16名について，心情賓との関
連をみると次のようである。上記合計30名のうち，心情質良好で
行動の良好なものは611%，不良なものに 46. 99らまた心情費
不良の巧ち，行。の良野なものは18. 2仇不良なものは8L 8%と
となっており，心情賓と行。の聞には口連のあるととがわかった。
x2 倹定では~ XO =6.3， df=l， ""く0.02で有怠差が認め
られた。
以上のととをまとめると款のようになる。
心情官が良好であって弘道徳性が高いとはいえないiJi，心
tjl情 が良好でない場合にぬ道側が低〈なる。
・ 行動の良好な~合にH.，道徳性が高<，行動が良好でない場
合には道徳性が低〈なっている。(乙のζとは，道徳性の高い
ものは行動が良好であり，道徳性が低いものに行動が良好で
ないととも示している。
・ 心情質量:良好であれ民行動が良好であり，心情質が良好で
なけれ弘行効は良好でない。
第Iltについてぬさらに今後の追跡調査によって明らか2こして
いきたい.と思う的心情質が道徳性や行動に深い関連のあるζとが
わかり，心情を高める指場が考えられなければならネい。
2 遺徳性と自己統制力
(1) i~徳性とKey ー
Key ーの出現ぬバーソナりティ (Personality)に問題が
ある場合にみられるもので" ~の三つの場合が考えられている。
社会的環境への適応がわるい。
・ 神経f，Eと診断されるζとがある。
. 知能の低い場合がある。
こζでは彼検者@うちから，道徳性とKeyー の上・下位群を23名'
選定L.その閃迫をみた。それによると， Key一正常詳のう%道
徳性の高いものが66. 6，*，道徳性@低いものが314係あり，Key
-不正常Blのうちで仇道徳性の高いものが28. 5偽造徳性の低
ぬ xJ=8. 4， df=l，O(く0.0 1で有意差が認められた. いものが71. 5傍あるととがわかった.したがって， Key.ーと道徳
とれ尚徳性検査的判断力を中心にしτ診断される結果によるも 性の|切には閃速がみられた。 x2 検定でぬ x~ =8.3， df=l， 
のとも考えられるので，次に道徳設と行動のWJ速について考察する。 吠くO.0 1，となり有意廷があった。
(2)道徳牲と行動 J長: (2)道徳性とP反応
さきの道徳性上位RH9名と，下位i!f6 3名について行効評価を
して，良好群14名と不良fI6名を選定μ 道徳性の上位lfI.下
位群との閃速をみると次のようである。すなわら行動良好群で，
道徳性の上位のものは71.4%，下位のものは28.6ゑまた行到
の不良群のうち道徳性の上位のものが18. 8%，下位のものが81.2
婦となり.行動と道徳性の!切には関辿がみられた。 XZ検定では，
x2 =8. 4， df=l，:::吐く0.0 1となり有意差が認められた。ζ
の ζ とぬとの道徳性検査n~ 道徳的判断だけを診断するものでな
いζとを示しているものと.!!J.われる。
P反応tl，多くの人によって選択される反応であって，反応が著
しく少ないととは公共的認知がでぎにくいととを示いまた多すぎ
るととは認知が飼定していたり，深〈考えないで表面的な見方をよ
〈するという ζとを示している。したがってお度の幽現民社会的
意識がじゅうぶん発進していて自己中心的でないととを示すものと
されている。調査結果によると， P反応の正常群むうちで，道徳性
の上位のものが 47.5%，泊徳性の下位のものが52.5%しめてお
り，p反応の不正常群でぬ泡徳性の高いものが80%しぬ低い
ものが20，*となっている。したがってE反応と道徳性の問には閃
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述がないととがわかった。 ).'2験定でI:t， ).'~ = 1 9.4， d f'= 1 
パく0.0 1で有意差があった。
(3)道徳性eF.L. (形体水準)評定値
F・L.評定値がマイナスの場合に仇統制力に問題があるとみ
られる。調査結集によると.F・L.評定の正常訴のうち，道徳性
の高いものが69.0%.道徳性の低いものが31日発あった。さら
にF・L.評定の不正常群のうち，道徳性の高いものが33.4%. 
道徳性の低いものが 6G.6%しめていて.F.L.許定一統制力
と道徳性の間には関連があるようにみられたえ x2検定では
Xo = 2.4 5， d f = 1， 0.2 0>ヘ>010で有意差は認められ
なかった。
¥4)道徳性と自己統制力
Key-cマイ対，P反応" F・L.評定を総合的に評定した場合，
自己統制力が判定きれるととはすでに述べたとおりである。もし
との統制力が不良であれば，困難な状況になると責任をのがれて勝
手な行動をしたり，感情的な行動をする傾向があり，人間囚係もう
まくいかないと診断される。調査結巣によると，統制力の正常群の
うち，道徳性が高いものが6且7%，道徳性む低いものが31.3% 
しめていた。統制力の不正常r.r.でl九道徳牲の高いものが 28. 6%. 
道徳性の低いものが71. 4%しめていた。したがって，道徳性と自
己統制力の悶には関連がみられたtJ;， ).'2 検定では X~ = 2.6， 
df=I，0.2>"，>0.1となり，有志差は認められなかった。
以上のことをまとめると次のようになる。
Key-(マイナス)が正常であれ偽造徳性が高くなり，
Keyー (マイナス)が正常でなければ;道徳性が低くなる。
P反応と道徳性の聞には閃述がない。
F. L.評定値が正常であれば，道徳性が高〈なり.F.L. 
評定債が正常でなけれはii'i徳性が低〈なる。().'2ー 検定結
果1"-.有意差がない)
自己統制力が正常であれば，道徳性は高くなり，自己統制力
/J;正常でなけれは道徳性は低くなる。(X2ー 検定結果民
有意差がない)
3頃と 4lJiについては.tlめ予想したような結果をしめさなかっ
た1;" 今後の追跡調査でさらに明らかにしたいと思う。しかL， 自
己の衝効的な要求を統制L， 上りよい生き方ぞ考え，実践へ向って
自主均な立場を保つととのできる力一自己統制力を高める ζとI:t，
道徳教育の上からみて重要なととであろう。
むすび
道徳佐治:発達する条件に民自己自身にかかわりあう個体的条件
と，自己が属している漂境的条件の2蔚があると考えられているが，
本研究でぬ個体的条件としての心情質と自己統制力的道徳的判
断とどのように関連するかをみてきた。中学生の道徳佐山他律道
徳から自律道徳へ向かう過渡期である/Ji， との時期には道徳的判断
が大きな支えとなることはすでにのべたとおりである。したがって，
との時期に道徳的判断を伸長させるためにはさらに心情質と自己
統制力を育成していかなければならないζとになろう。しかμ 本
研究の結果だけから結論を出すζとは早計であろうい今後の研究
結果をまたなければならない。
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